
◇ （仮称）百舌鳥・古市古墳群を活用した地域活性化ビジョン（案）の全般に関すること

集約番号 集約意見 推進本部会議の考え方

1
古墳群の古墳は、ピラミッドや始皇帝陵に匹敵し、規模の面で世界遺産的価値
があると思うが、現在の管理状況に問題があると思う。

2 古墳の保存において、古墳の周辺環境との調和を図るべき。

3
府民・国民の認識を高めることが重要であり、そのためには、子どもたちが住
んでいる地域の歴史（古墳等）を学ぶことや、郷土を知ることが大事である。

・古墳群を人類の宝として次世代へ引き継ぐためには、府民・国民の皆さんに
その価値や魅力を知っていただくことが重要と考えています。
・本ビジョンでは、「古墳群の歴史的価値を学ぶ機会の設定（古墳学習、講演
会、シンポジウムなど）」や「古墳群と地域魅力の情報発信」に取り組むこととし
ています。

◇ 「第4章 施策の展開」に関すること

集約番号 集約意見 推進本部会議の考え方

4
「竹内街道」等、古墳群の周辺にある他の歴史資産と連携してアピールしてい
くべき。

・古墳群の周辺には多様な歴史資産があり、それらと連携して古墳群の魅力を
PRしていくことが重要と考えます。例えば、平成25年度には、竹内街道の敷設
1400年を契機とした取り組みと連携し、イベント等で百舌鳥・古市古墳群のPR
を行いました。
・本ビジョンでは、竹内街道も含め、周辺の歴史遺産、博物館等文化施設な
ど、「周辺の観光資源との連携」により、地域全体の魅力を高めたいと考えて
います。

（仮称）百舌鳥・古市古墳群を活用した地域活性化ビジョン（案）に関するご意見等と推進本部会議の考え方

 百舌鳥・古市古墳群を活用した地域活性化ビジョンに関する府民意見等を募集した結果、5名の方から7件のご意見・ご提言が寄せられました。寄せられたご意見等に対
する推進本部会議の考え方は、以下のとおりです。
 なお、お寄せいただいたご意見内容は、趣旨を損なわない範囲で一部要約している部分があります。また、意見募集対象項目に関連のない事項については、推進本部
会議の考え方はお示ししていません。

※1件のご意見等に複数のご意見が含まれているものがありましたので、9件としてご意見を集約しています。

・本ビジョンでは、百舌鳥・古市古墳群の比類のない価値や魅力を活かすこと
で「世界に誇る百舌鳥・古市古墳群とともに輝くまち」を実現したいと考えます。
・世界遺産登録に向けた取り組みを機に、古墳群の陵墓と史跡を一体的に捉
えた包括的保存管理計画を作成することとし、周辺環境と調和した整備等、古
墳の保全・管理を進めていきます。
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5
「アクセスルートの整備」の「周遊ルート・周遊方法の設定」の中で、百舌鳥古
墳群と古市古墳群の間を移動する具体的なルートを記載してほしい。

6
百舌鳥古墳群（堺市）と古市古墳群（羽曳野市・藤井寺市）間を結ぶ自転車専
用レーンを設定してはどうか。

7
世界文化遺産登録後の外国人観光客の増加を見据え、観光ボランティアへの
英会話教育の充実が必要でないか。たとえば、学校と連携し、学生を海外観光
客案内ボランティアとして活用してはどうか。

・来訪者に古墳群の歴史的背景や価値・魅力を理解していただくためには、ボ
ランティアガイドの役割は大切だと考えております。
・本ビジョンでは、「ボランティアガイドの育成・充実」に取り組むこととしており、
情報発信ツールの多様化・多言語化などを含めた、現地案内の充実を図って
いきます。

8
堺市が整備する古墳ガイダンス施設で、古墳だけでなく、東アジアおよび東南
アジア諸国の歴史・文化を紹介してはどうか。

・「百舌鳥古墳群ガイダンス施設」は、来訪者に古墳群の資産価値を理解して
いただくための施設として整備することを計画しています。

◇ その他

集約番号 集約意見 推進本部会議の考え方

9
百舌鳥・古市古墳群をめぐる国際市民マラソン、国際サイクリングレースなどを
開いてはどうか。

・現在、民間事業者等によって、仁徳天皇陵古墳の周辺をまわる「堺シティマラ
ソン」や国際自転車ロードレースである「TOUR OF JAPAN（ツアー・オブ・ジャ
パン）」堺ステージが開催されています。
・本ビジョンは、行政だけでなく、地域住民、民間事業者、NPO等が目標や方向
性を共有し、各々が主体的に取り組むことを目的としています。民間事業者等
の取り組みとも連携しながら、古墳群の認知度の向上に努めていきたいと考え
ています。

・古墳群の周辺は地域住民の生活の場であるという特性上、各古墳群内で来
訪者を適切に誘導することが必要と考えます。
・本ビジョンでは、生活環境の維持を図りつつ、来訪者に魅力を感じていただく
ために、「周遊ルート・周遊方法の設定」に取り組むこととしています。
・両古墳群間の移動につきましても課題の1つと考えており、来訪者のニーズ
の高まり等に応じ、関係機関とも連携しながら検討していきたいと考えていま
す。
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